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  今回は先月の続きで、慶応大学教授で教

育経済学専門の中室牧子氏の著書につい

て紹介します。中室氏は、教育を経済学で

読み解く研究で知られており、2015年刊行

の「学力の経済学」は、発行部数37万部のベ

ストセラーとなりました。 

  その中室氏が2024年に出版したのが「科学

的根拠（エビデンス）で子育て」です。書では

大量のデータに基づきながら、「週１～２回の

スポーツは、週に30分程度テレビやスマホ見

る時間を減らす」「高校時代にリーダーシップ

を発揮した経験のある人は、そうした経験の

ない人と比べると、高校を卒業して11年後の

収入が４～33％高くなる」「若い頃に忍耐力

に欠けると、生涯収入が13％低くなる」など、

なかなかエッジの効いた分析が紹介されて

います。 

   そして私が特に興味深く読んだのが、「勉強

することが苦にならなくなる３つの秘策」という

部分です。その内容をざっくり紹介しますと、

前述の「３つの秘策」とは、１「目標」を立て

る。２「習慣化」する。３「チーム」で取り組む、

です。１の「目標」に関しては、①ある程度達

成可能な具体的行動目標を、②他人ではな

く自分が、③自己管理の方法を習得した上

で設定するとより効果的であり、２の「習慣

化」に関しては、①何かを始める時の初期の

抵抗感を和らげる、取りかかるきっかけをつく

ることと、②繰り返すことが重要であり、３の

「チーム」に関しては、互いが知り合いの

チームを組んで同じ事に取り組むと効果的

である、とされています。 

   これを読んで私は岩田の「学習状況シート」

を思い浮かべました。前月のデータを見て次

月の「目標」を自分で立て、それを毎月「習

慣化」して行い、クラス全員（全クラス）の

「チーム」で一斉に取り組む、といった要素が

自分の中では、中室氏の１～３の秘策にピ

タッとあてはまりました。 

   「学習状況シート」の取り組みは今後も継続

していきます。それによって「勉強することが

苦にならなく」なるかどうか、その結果が楽し

みです。これからも生徒と保護者の方のご協

力をお願いします。 

Festina lente 

勉強することが苦にならなくなる秘策  校長 安藤 英俊 

学園祭中の寮食（通学生）と

パンの販売について  

通学生の学園祭中の寮食につ

いて、２日目は模擬店があ

り、また３日目については、

ホルトホールに移動する生徒

も多いため、昨年と同様、寮

での昼食とパンの販売は１日

目のみとさせて頂きます。 ご

迷惑をおかけしますが、よろ

しくお願い致します。  

  ～第44回学園祭 テーマ『Highlight』～       生徒会長  伊勢戸 悠司 

 学園祭テーマの『Highlight』～今この瞬間に輝きを～ には、

「全員が輝ける見せ場」という意味が込められています。また、

テーマソングは「心絵」です。この曲には、今の自分と理想の自

分を見つめ、その理想に向かって挑戦し続けるという思いが込め

られていると感じています。僕自身が目指しているのは、昨年度

とは違った面白さをつくることです。だからこそ、今年の学園祭

では、これまでにはなかった新しいことに挑戦したいと考えまし

た。その一つが、新イベントの「格付けチェック」です。これ

は、昨年度まで行っていたランウェイやクイズ大会に代わる、新

しい企画として考えました。内容としては、食べ物や学校ならで

はの芸術系の問題などを通して、岩田生が持つ「見極める力」や

「判断する力」を、楽しみながら試してもらう企画です。そし

て、もう一つが前日企画の「IWATA WARS」です。もともと僕

は、生徒会長としてギネス世界記録への挑戦を公約に掲げていま

した。実現するためにギネス社との連携を進めていましたが、回

答がいつ来るのかが不透明だったことや、思うように企画を進め

ることができなかったことから、学校全体の準備に影響が出る可

能性を考え、実施を断念しました。それでも、新しい挑戦を諦め

たわけではありません。その代わりとなる企画として、前日企画

スタッフと一緒に「IWATA WARS」を作り上げています。頭を

使って考えるものや、体を使って挑戦するものなど、たくさんの

ミッションを用意しています。「格付けチェック」や「IWATA W

ARS」というこれまでにはなかった新しい挑戦を通して、その場

でしか味わえない感動や喜びをつくる。一人ひとりがそれぞれの

場所で輝き、岩田生全員が学園祭の主人公になる。それが、僕が

目指す今年の学園祭テーマ「Highlight」に込めた想いです。学園

祭に向けて、夜遅くまで準備をしたりと、保護者の方々のサポー

トが欠かせません。感謝の気持ちを忘れず、全校生徒がone team

になって、学園祭を必ず盛り上げます。保護者の方々にも応援し

てよかったと思っていただけるような学園祭にしたいと思ってい

ますので、ご協力よろしくお願いします。 



 

 ～進路指導部より～                             進路主任  山下 光信   

 2027年度入試の指定校推薦について、今年も多くの大学より推

薦の依頼をいただきました。推薦者に選ばれるためには、大学の

推薦条件を満たしていること。また、高校生活全体において、学

業成績はもちろん、部活動や生徒会活動などの特別活動の実績も

考慮されます。そして、服装や遅刻・欠席など日頃の生活態度や

授業中の様子なども、被推薦者を選出する際の重要なポイントと

なります。 

 また、総合型選抜や学校推薦型(一般)、いわゆる年内入試への

出願・受験に向けた取り組みもいよいよ本格化してきました。 

2027年度入試においても総合型、推薦型の募集人員は、私立大学

で総合型選抜の導入が進み、私立大学における入学者全体の約６

割を占め、学校推薦型38.8％、総合型22.8％と、定員の半分以上

を占める傾向にあります。国公立大学においても25.3％と増加傾

向にあります。本校でも、多くの生徒が、総合型選抜、学校推薦

型選抜に挑戦しています。 

 志願するに辺り、志望理由書や自己推薦書を作成したり、多種

多様な選抜方法へ対策をしたり、一般入試に比べて＋αで取り組

むことが多いですが、しっかりと準備をして、ぜひ、合格を勝ち

取って欲しいと思います。 

 下表は、本年度の指定校推薦一覧(IWATAコース)です。ご覧くだ

さい。（指定校推薦の募集・校内選抜は終了しています。） 



 



 



 



 



 

 ～高３ マナー講座～                          高3進路担当 池辺 和則   
 9月17日(木)の7限、マナーハウスおおいたの高清水理奈子先

生を講師としてお迎えし、高校3年生IWATAコースを対象とした

マナー講座を開催しました。 

今回のテーマは「面接のマナー～毎日の過ごし方で変わる。選

ばれる人になるために～」でした。大学受験で面接が必要な生

徒はもちろん、受験で面接を必要としない生徒に対しても、挨

拶や授業中の姿勢など、日常生活の中で実践することが大切で

あると教えていただきました。 

また、面接の心得や入退室で信頼感を獲得する方法、身だしな

み、話し方と聞き方の工夫はもちろん、美しく見える立ち方や

座り方のコツ、会話を続けるための「5W3H」の活用法など、コ

ミュニケーション力を高めるための具体的なヒントも教えてい

ただきました。講座の中では、隣の席の生徒と実際に練習をす

る時間もあり、生徒たちは楽しみながら、普段の自分の姿勢や

話し方を振り返ることができました。 

講座の最後には、生徒代表として2組の大塚瑞姫さんが、講師の

高清水先生へ御礼と感謝の言葉を述べました。 

今回学んだことは、面接の場面だけでなく、これからの学校生

活や進学後、そして社会に出てからも役立つ大切な力です。一

つ一つの挨拶や立ち居振る舞いを大切にし、日々の生活の中で

実践することで、自分自身の成長につなげてほしいと思いま

す。  

  ～保健室より～                       養護教諭  池邉 栞菜 

  内科 外科 その他 

1年 12 5 13 

2年 12 8 9 

3年 56 0 17 

4年 27 5 4 

5年 28 5 4 

6年 11 6 7 

【9月保健室利用状況】(8/20～9/18) 

9月は、かぜ症状や頭痛を訴えて来室する生徒が多く見られまし

た。その要因として、天候の悪い日が続いていたことや、大分県内

でもインフルエンザが流行していることなどが考えられます。これ

からの時期は朝晩の気温が低くなり、体調を崩しやすくなります。

また、インフルエンザをはじめとする感染症の罹患者も全国的に増

加していくことが予想されます。体調が悪い日は無理をせず、体調

を優先することをお勧めいたします。 

救急法講習を行いました！ 
生徒会保健委員会主催で、高校1年生を対象とした救急法講習

を9月14日(月)の7限に実施しました。 

講師として日本赤十字社大分県支部の方をお招きし、心肺蘇

生法やAEDの使用方法について学びました。講習では、胸骨圧迫

に苦戦する様子も見られましたが、同じグループのメンバーが

声をかけ合いながら協力し、より正確に胸骨圧迫を行えるよう

に一生懸命取り組んでいました。また、緊急時を想定し、周囲

の人へAEDの要請や、胸骨圧迫を交代する際の方法などについて

も実際に体験しました。今回の講習を通して、命を守るために

必要な知識と技能を学ぶことができました。 

この機会に、校内のAEDの設置場所を改めて確認するととも

に、心肺蘇生法やAEDの使用方法についても振り返っておきま

しょう！以下、生徒の感想です。 

・自分ができるかできないかではなくて、人を救うためには必

要で常にその準備をしておかないとなと思いました。 

・胸骨圧迫はやることは単純でも思った以上に力が必要で、

しっかり押すことが難しかったです。 

・前回AEDの使い方を学んだがもうはっきりとは覚えていなかっ

たので今回を通して再度自分の中にやり方を入れることがで

きたなと思います。 

・緊急時は自分だけで判断するのではなく、周囲に助けを求め

たり、救急隊が到着するまでできることを続けたりすること

も重要だと感じました。 

・今後の人生に積極的に生かし、落ち着いて冷静に判断できる

方法を自分なりに身につけていきたいです。 

 



 

高校男子バスケットボール部 

8/25(火) 

第41回私立高等学校体育大会 男子グループC  

岩田 50-49 福徳学院  岩田 48-47 明豊  （グループ１位） 

1試合目の福徳戦、とにかくシュートが入らず、前半はチームで1

6点…。相手のエースを皆で協力して抑えることに集中。DFの頑

張りから少しずつリズムが良くなり、得点を重ね接戦に持ち込み

ました。第4Qに逆転し、最後は1点差でなんとか勝利。2試合目

は、福徳に30点差つけて勝った明豊へのチャレンジ。1試合目と

同様シュートが入らない…。マンツーマンDFを皆で協力して前半

を17-26で何とかついていく展開。後半、相手に流れがいきかけ

た所で2:3ゾーンDFにチェンジ。DFから走ることで流れを引き寄

せることに成功。第4Qに追いつき延長へ。延長もチームで声をか

けあい強い気持ちでプレーを続け、逆転ショットを気持ちでねじ

込み勝利。全員で掴み取った勝利でした。2試合ともリードされ

ながらくらいついて追いつき、大接戦を逆転しての勝利。最後ま

で諦めず粘り強く戦えるチームになってきました。たくさんの保

護者の方々、先生方、OB、女子部員の応援・サポートが大きな力

となりました。ありがとうございました。   

 

9/5（土） 

第79回全国高校選抜（ウィンターカップ）予選 

男子1回戦 岩田 43-93 大分東明 

試合開始から点がなかなかとれない中、DFをがんばりながらくら

いついていきました。DFから走ることで流れをつかみかけました

が、オールコートプレスDFに対応できず、あっという間に点差が

開きました。全員でタイムシェアしながらチャレンジを続けまし

た。格上チームとの対戦で得た経験を忘れずに、チームの修正点

を明確にして、これからの練習にいかして欲しいと思います。生

徒の皆さんのたくさんの応援、保護者の皆様の応援・サポートに

感謝致します。             (顧問：野田大樹) 

 

高校女子バスケットボール部 

7/25(火)  

第41回私立高等学校体育大会 女子グループB   

1回戦 岩田 33-83 楊志館  

3位決定戦 岩田 42-31 東明（グループ3位） 

1回戦。相手のテンポのいい動きと正確なシュートで序盤から失

点を重ね、そのまま試合の流れを一気に持っていかれてしまい、

前半だけで50点を取られる苦しい展開に。後半はそれぞれがやる

べきことをチームで確認し合い、前半よりも失点を抑えることが

でき、結果は完敗でしたが、「次」へ繋げるためにどうすべきか

を考える良い経験となったと思います。続く3位決定戦では1回戦

の反省点を活かし、チームみんなで声をかけ合い、それぞれがサ

ポートをしながら粘り強いディフェンスを最後まで継続して、接

戦を制しました。特に、一番苦しい時間帯である第3クオーター

では相手の得点をわずか1点に抑え、点差を広げました。少人数

で臨んだ大会でしたが、一人ひとりが自分の役割を全うし、本当

に良く頑張りました。誇りある「グループ3位」だったと思いま

す。保護者の方々、先生方、OB、男子部員のみなさん、たくさん

の応援・サポート本当にありがとうございました。感謝いたしま

す。                 （顧問：辰口裕一朗） 

 

第79回全国高校選抜（ウィンターカップ）予選 

9/5（土）女子1回戦 岩田 50-49 佐伯鶴城 

9/6（日）  2回戦 岩田 16-128 別府翔青 

1回戦、終始リードされながらなんとかついていく展開。ミスを

して、シュートを落として何度も放されそうになりながらも、6

人で協力して粘り強くついていきました。二桁ついた点差を少し

ずつ追い上げ、大接戦へ。試合時間残り12.9秒、キャプテンの逆

転の3点シュートが入り、劇的な勝利！長く監督をやってきまし

たが、こんな劇的な大逆転勝利は記憶にありません。最後まで諦

めずに頑張りきった選手たちを誇りに思います。 

2回戦、試合開始早々から、強いプレッシャーのオールコートDF

をしかけられ、ミスが増え、あっという間に点数を離されまし

た。厳しい状況が続く中でも、選手たちはトライし続けました。

少しずつ協力して良いプレーがでるようになり、大敗しました

が、諦めない姿勢・チャレンジし続ける姿勢を最後まで貫き、頑

張りきりました。今大会の「嬉しい勝利」と「悔しすぎる敗戦」

で、また勝利を目指して頑張れます。保護者の方々の応援・サ

ポートに感謝致します。  

 

高校男子サッカー部 

8/25(火) 

第41回私立高等学校体育大会 ＠佐伯市総合運動公園人工芝グラ

ウンド 

岩田１－９昭和学園 

途中で岩田らしい動きも出てきましたが、相手チームの早さに苦

戦しながら失点を重ねてしまいました。今後は、相手がどうであ

れ、日ごろの練習の成果が発揮できるようなチームにしていきた

いと思います。平日にもかかわらずご協力いただいた保護者の

方々には感謝申しあげます。      （顧問：姫野眞次） 

 

高校卓球部 

8/26(水)  

第41回私立高等学校体育大会 ＠サイクルショップコダマ大洲ア

リーナ 

【男子団体】 

   1回戦    岩田 0-3 明豊 

   3位決定初戦 岩田 2-3 東明 

【女子団体】 

   1回戦    岩田 0-3 日本文理 

【男子シングルス】 

 〔1回戦敗退〕  安部、金丸、小寺、岩尾、恵良、秦、安倍  

 〔2回戦敗退〕  藤谷 

【女子シングルス】 

 〔1回戦敗退〕 川野、阿部 

 〔2回戦敗退〕 田中 

男子8名、女子3名が参加しました。男子団体では惜しくも敗れま

したが、あと一歩の試合も多く見られました。この悔しさを次の

新人戦につなげてほしいと思います。女子団体については今年初

めての参加となり、緊張する中で最後まで頑張ったと思います。

新人戦に向けて、それぞれが課題を克服し、さらに成長してくれ

ることを期待しています。保護者の皆様には、暑い中での送迎や

応援など、ご協力をいただきありがとうございました。今後とも

よろしくお願いいたします。           (顧問：金山順宣) 

 

9/19(土)、9/20(日) 

大分支部秋季大会(兼県新人戦予選会)（個人戦のみ）＠大洲コダ

マアリーナ 

【男子シングルス（トーナメント戦)】  

 〔2回戦敗退〕安倍、秦、恵良、岩尾、金丸、小寺、藤谷 

【女子シングルス（トーナメント戦＋敗者復活戦)】  

 阿部：2回戦敗退→敗者復活戦敗退 

 田中：決勝トーナメント進出→決勝トーナメント1回戦敗退

（個人戦で県大会出場権利を得る）  

【男子ダブルス（トーナメント戦）】 

 〔1回戦敗退〕安倍・秦組 

 〔2回戦敗退〕金丸・小寺組、岩尾・恵良組 

 

 空調の効いた会場で各選手、のびのびとプレーできました。8

月の私学大会で強豪校と戦った経験を生かし、最後まで粘り強く

戦いました。その結果、高1の田中さんが女子シングルスの県の

大会に進出することが決定しました。本校の生徒が支部予選を勝

 ～部活動等結果報告（その１）～ 



 

 ～部活動等結果報告(その２)～ 

10月行事予定 

 10/1(木) 中体連新人戦2日目 

           マナー講座(4年IWATA・5年APU) 

 10/2(金) 中体連新人戦3日目  

 10/3(土)  第3回到達度試験_国数(6年APU) 

 10/8(木)～10/11(日) 学園祭  

 10/12(月) スポーツの日 

 10/13(火) 代休(10/11) 

 10/17(土) 入試説明会（中・高）、公開授業 

 10/21(水) 九州大学見学(5年IWATA) 

 10/25(日)～10/29(木)修学旅行(4年IWATA)  

 10/30(金)  4年IWATA休業日 

ち抜くのは3年連続の快挙となります。素晴らしい。残念なが

ら、その他の選手はシングルス・ダブルスともに県に勝ち上がる

ことはできませんでしたが、各自しっかり反省点を言語化して、

次回に備える準備ができていたようです。男子は団体戦で県の大

会に出場予定ですので、女子シングルス共々しっかり準備をして

いく予定です。保護者の皆様には、生徒の送迎や応援など、多く

のご支援をいただきました。誠にありがとうございました。  

                   （顧問：赤木栄造） 

 

高校テニス部 

8/25(火).8/26(水) 

第41回私立高等学校体育大会   

【団体戦 男子】３位 

 〔１Ｒ〕岩田 2-0 明豊 

 〔ＳＦ〕岩田 0-2 東明 

【団体戦 女子】３位 

 〔ＳＦ〕岩田 0-3 東明 

【個人戦２年男子シングルス】 

 〔ベスト８〕矢野 

 〔３Ｒ進出〕武藤 林下 日名子 松田 

 〔初戦敗退〕古賀 三田村 小林 柴田 髙司 

【個人戦２年男子ダブルス】 

 〔ベスト８〕林下・武藤／矢野・日名子 

 〔初戦敗退〕松田・三田村／柴田・古賀／髙司・小林 

【個人戦１年男子シングルス】 

 〔初戦敗退〕平原 矢野 

【個人戦１年男子ダブルス】 

 〔初戦敗退〕平原・矢野 

【個人戦２年女子シングルス】 

 〔２Ｒ進出〕白石 

 〔初戦敗退〕小野 松岡 

【個人戦２年女子ダブルス】 

 〔初戦敗退〕白石・小野／松岡・增田 

【個人戦１年女子シングルス】 

 〔初戦敗退〕向井 增田 渕野 

【個人戦１年女子ダブルス】 

 〔初戦敗退〕渕野・向井 

 

男子団体、女子団体ともに３位で表彰を受けました。男子は、優

勝を目標に掲げ臨みましたが叶いませんでした。昨年よりチーム

力は良いものの結果に結びつかず、悔しい思いをしました。女子

は、１年生を含むメンバーで団体戦に臨みました。各々がコート

内でできること、コート外でできることに、チームの一員として

取り組めたと思います。猛暑の中、応援に来てくださった保護者

の皆さま、いつもありがとうございます。 (顧問：首藤麻琴) 

 

高校男子テニス部 

9/5(土) 第18回 秋季高等学校シングルス選手権大会 

本戦ストレートインの5-3矢野、予選勝ち上がりの5-1武藤、5-4 

松田の３名が出場しました。 

 

〔１回戦敗退〕 武藤、松田  

二人とも随所に好プレーを見せ善戦しましたが、残念な結果に終

わりました。しかし、予選を突破して本戦に臨めたことは大きな

収穫だったと思います。 

〔２回戦〕 矢野 ６－４   

ハードヒットしてくる相手に対し、ファーストゲームを奪われま

したが緩急を使って相手を揺さぶり中盤まで互角。終盤は勝負ど

ころでチャンスを確実にポイントにつなげ、勝利しました。 

接戦をしっかり勝ちきったことは、メンタル面での成長を感じさ

せてくれました。 

〔３回戦〕 矢野 ０－６  ３回戦敗退 

今大会ランキング３位の大分舞鶴の選手と対戦。力強いショット

を繰り出す相手に巧く対応しましたが、甘くなったボールを決め

られるなど力負けでした。サービスリターンやボレーなど随所に

素晴らしいプレーもあり、スコア以上に見応えあるないようでし

た。                  (顧問：橋本隆史) 

 

Instagramも日々更新！ 

現在フォロワー数2442 
HPはこちらから↓ 

第41回私学体育大会 テニス競技 
男子団体戦 第３位 

女子団体戦 第３位 

高１女子個人戦ダブルス 渕野・向井ペア 第３位  

 

2026年度ピティナ・ピアノコンペティション 

1-1-29 山田蓮斗 

 九州地区D級 本選第1位  

        (D級：中学2年生以下全国大会進出割合：2.38％） 

 全国大会 入選  

 

第13回宇宙エレベーターロボット競技会九州オープン大分会場  

ガールズチーム賞 

5-1 須川 結菜、5-2 豊島 未桜、永田 舞花  


